
 

   

  
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 

 

山岸こども園  

９月の行事予定 

す か ん ぽ 
園だより 

１日（火）ちびっこ集会 
      すかんぽ発行 
４日（金）おまつりごっこ 

＊異年齢児でごっこ遊びを楽しみます。 

５日（土）秋まつり 
      ＊みなさんで楽しみましょう。 

８日（火）ふじ組クッキング 
      ＊プリンを作ります。 

11 日（金）防災訓練 
＊放送機器を使えない想定での地震発生訓練を行
います。 

布団持ち帰り① 
＊寝具のお手入れをお願いします。また、ばら・き

く・ふじ組さんは上履きのお持ち帰りもお願い

します。 

１４日（月）身体測定週 

＊各クラスこの週に交代で測定をします。 

      実習生葛巻咲良さん：実習 
      （２８日まで） 
１５日（火）交通安全教室 
      ＊指導員さんから交通安全のルールについての講

話を聴きます。 

1７日（木）誕生会 
＊3,4,5 歳児はホールで一緒に、0,1,2 歳児は 

各クラスでお祝いします。 

25 日（金）布団持ち帰り② 
       ＊今月も月２回のお持ち帰りをお願いします。 

令和８年９月１日発行 

 

 ９月に入っても、気温や湿度が高く残暑がまだ厳しい日が続きそうですね。子

ども達は、夏ならではの遊びを十分満喫し、体も心も一回り成長した様子が伝わ

ってきます。しかし、夏の疲れが出てくる時期ですので、お家の方と連絡を取り合

いながら子ども達が健康で過ごせるようにしていきたいと思っています。過ごし

やすくなってきたら、お外遊びを楽しむ機会も多くなりますので、季節の移り変

わりを感じながら、草花や虫等の自然に十分触れて感性を刺激できるような保育

を工夫していきたいと思っています。 
 １０月には運動会が行われます。小さいクラスのお友だちは普段の保育の中で

楽しんでいる事を無理なく楽しんでいきたいと思います。大きいクラスのお友だ

ちは自分の目標に向かって取り組み、自信や達成感につなげていきたいと思いま

す。年長児のふじ組さんは、園生活最後の運動会。ずっと憧れを抱いていたバルー

ンやリレーにも挑戦します。本番に向けて繰り返し練習を積み重ね、友だちと力

を合わせながら、力を発揮する場にしたいと思いますので、どうぞ温かい見守り

や応援をよろしくお願いいたします。 

＜もうすぐ秋まつり！＞ 

 

 

 
 ９月５日（土）には、保護者会主催「秋まつり」

が開催されます。各クラスで一人ひと役の調整や

コーナー準備が保護者の皆様で協力しながら進

んでいます。  

当日は、昨年に引き続き、お家の方と一緒に

作った＜マイお面＞を被っての参加となります。 

子ども達も期待が高まっている様子です♪ 

当日は、駐車場に限りがありますので、できる

限り徒歩や自転車で等でいらっしゃって下さるよ

うにお願い致します。 

詳しくは、お手紙でお知らせします。 

運動会について 

 
 １０月３日（土）に令和８年度運動会を開催します。

今年度は山岸小学校の体育館をお借りして全園児で開

催する予定になっています。また、今年度は特に人数制

限を設けませんので、応援観覧席が手狭になってしまう

事が予想されますので、場所を譲り合っていただき応援

をお願いいたします。 
 詳細は、後日お手紙でお知らせをいたしますのでよろ

しくお願いいたします。 

＜子どもの言語発達とデジタルとの関り part２＞    ＜筑波大学 医学医療系 准教授 水野 智美＞ 

 

 テレビ、スマホ等を見せる・見せないかの２者択一ではなく、どのような内容をどのように見せるかをしっかり考えながら子どもに与えれ

ば、テレビ、スマホの映像自体は子どもが言葉や社会性を身に着けるツールになります。映像を通して、子どもは日常的で自分が直接体験す

る事ができない事を間接的に体験する事が出来ます。日常生活の中で出てこなかった言葉を知る機会にもなり、映像のストーリーを追う事

によって、登場人物の気持ちを考えたり、状況を読む力を身に着ける事が出来ます。また、登場人物が挨拶をしている姿、悪い事をしたら謝

る姿、良い事をしてもらったらお礼を言う姿等を見て、こういう時にこんな言葉を使えばよいのかと学習し、社会性を身に着ける事が出来

ます。  

 これらの恩恵を受けるには、映像の内容、見る時間、見る方法を考えなくてはなりません。最も適しているのは、子ども向けに作られたも

のです。テンポもゆっくりで、子どもに分かりやすい言葉を用いています。大人向けの内容のものは、あまりにも自分の身近な経験とかけ離

れていて、何をしているか分からないので、言葉や映像の内容を理解できません。 

 次に、見る時間です。すべての映像を見る時間の合計が長くならないように検討する必要があります。映像が占める割合が大きくなりす

ぎないようにしていかなければなりません。幼児であれば、絵本を読んだり体を動かす活動が大切なので、１日のうち２時間程度が妥当で

しょう。  

 次回は、見る方法をお伝えしていきたいと思います。        


